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3月 10日 (金)、 来賓に陶山町長、瀬田教育長職務代行者、恩重CS会長、山岡PTA会 長を

迎え第 76回卒業証書授与式を行いました。 2年ぶ りに在校生 (生徒会執行部生徒 7人)も 参加 し

ました。

本卒業式で特に印象に残ったのは卒業生代表の橋本悠茉君が落涙のため途切れ途切れになりなが

らも一生懸命、思いを込めて 「答辞」を読み切つたことです。その姿に卒業生、在校生、職員、保

護者のほとんどが感涙 していました 。・・。 とても感動的な「答辞」でした。

以下にその 「答辞」を載せています。長文ではありますがご一読ください。

答辞

だんだんと場も長くなり、法勝寺,tiσ)土手の桜のF群路花が,い待ら|こされる今日、私幾法月券寺中学校第七十

六鶏生霞十霞名1ま新しい一歩を踏(1)触 します。

今から三年前、僕たちは中学校に上がる少しの不安と大きな簸待を胸に入学極言鷺/た 。当時tま 制簸もぶか

ぶかでそんな盛分が少し大人になつたよう懃気がしていました。そして、今露までの三年聞でたくきんのこと

を俸鳥身と取り奉屋み思い1'嵐 を1てることができました。

僕rまこ|の挙年を一言で表すを「調釉どだと思います。一人一人が友だちを忌もヽ、考え、撻み、そして、みんな

で一歩T歩前進していきま感た。議和のとれたみんなで学び・語り・避んだこの時間が永遠に続いてl承 し掛
―
と顧うIまどかけがえのなとヽ最蔑の(幸 F毎毎でした。しかし、通ぎてみればettFa母 tま麟きのようにあっという″日縄で、

今 日 を迎えることと恋りました。   |

ず最後まで歌い切つたことで両クラスとも良い結果を残すことができました。体育祭日文化祭ともに過去一

番の楽しさと充実感に満ち浴れていました。

学校教育目標 「知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成」

法勝寺中学校だより卒業式特集号

そして、コロナ過の修学旅行。2年のころから計画されていた修学旅行でしたが、コロナは依然として猛威

を振るい、修学旅行の実施ができるのか、わからない状況でした。そんなときも、校長先生や先生方が「何

とか行かせてあげたい」と僕たちを気遣つていただいたことがとてもうれしかつたです。

夏体み覆月けほ予定通り鯵学練行に行けることになり、この修学旅行を通して、替段|まみんなと|ま いけな

いような水族鑢や、遊露麹、うどん学校、美機地区に行くなど貴重な(森験をすることができ裁した。それぞ

れの思い幾があると思とヽますが、自分の一番の患い出は金毘羅と強でI買止まで登ったことや、夜本予ルで

友逮と議りB月かしたことです。婦りのア`スで子ま充実した気分でした.

そんな様々な恩い出がある中でも中学校生活¢二番の思い出|ま 、友越との番段の範気なとヽ会言き、一緒に

をヽる時麓でした,体憩時聞に友達と一籍とこ通ごしたこと、くだらなしゝことで鍵とヽあったこと、盤彙でとヽるんな

ことを話台つたこと、蟄縄な事で喧嘩じ議りに行うたこと、すべてが良t指恩もヽ出です。蔑検|こ 入ると今隣に

tゝる人も、警段神農くしてこゝる友達t,会う機会が揮_鑑 1こ少なくなります。だから学校を去る最後の最後まで

共に患い飽を作つてしヽきます.

そして、美しい拳学校生活を共に通ごしたみんな。僕tまもう少感こ録メンパーで渥ごしたかつたです。友と語

琴舎うことや、 美いあったりすること式も、楽しいこと、つらいこと、悲しいことを共有することもできなくなると

思うと寂しいですっでも、自分を懐じ、歳分σ〉ペースでこれからの人生歩んでいこうと患います。「また逢う日

までどお互い頑張つていきましょう。

先と方へt tttま 今の自分があるの1ま先生方のおかtずだと思つてとヽます。一年生の建寺にちゃんと指導とて

いただいたから、今の自分があります。時fこ優しく、鋳ほ厳しく接してもらえたことで自分自身を変え電子こと

ができ、この場に立って話せることができています.本当に感謝しかありません。

―
在絞生の管さん、卒業式の幕続ありがとうござ掛まt″ た。元気いつ:ぎとヽの皆さんのおかtずで法李が明るい

舞閣員に色まれ、部活や学校生活が楽しもヽものとな琴ました。中拳較三年閣というの1ま、本当にあっという

F博髯に終わつてしまいます。今はまだ鋳闇があると思うか葉,これま替んが、一自―日を大切tこして後機の機ら

な与`ように透ごしてください。そして今もこれから先の代も大七刃にしていくべきf法学プライド」をしつかりと持

|ち ここれから入る新入生の曽さん着共に最高の法学を作つていつてくださ掛         ――

そしてお父さん篤溢最さん。このユ筆F縛尋送議ばかけかけてごめんなさい。些籟な事で喧韓してしまうことも

あ拶
~ま

したょだ|サ ど、趨みがるる時拳不安なときにいつも支えてくれました。今、僕達ぬ(健康で当たり前の生

活が送れているのは紛れもなく保護者の皆さんのおかげです。これからも迷惑をかけることがあるかもしれ

ないけどよろしくお願いします。

今、僕達はそれぞれの道を進む時が来ました。本人でさえわからない不確定な未来。自分たちの力で未

来を切り拓いていくことを誓い、お別れの言葉といたします。

*裏面は「部活動の地域移行特集です。」

令和五年 二月十日  卒業生代表 橋本 悠茉



・ 南部町にある二つの中学校では今和 5年度から部活動の全員加入を廃上 し希望人部制 とするこ

とを文書でもお知 らせ しています。今行われている部活動の改革は〔部活動の地域移行、中学生

の学校外スポーツおよび文化活動の振興を目的とした改革であり行政、地域、 PTA、 学校が充

分に連携・協議 しながら進めていくものです。

この趣旨に基づき、先日本校でも生徒代表、教育委員会、町企画政策課、スポ Netな んぶ、中

海 TV、 d magic吉 田さん、本校職員等が集まり、「今後の部活動の在り方」
・
が話 し合われました。

以下はその時、生徒か ら出された今後生徒が設置 してほ しいと希望 した部活動等の一例です。

法勝寺中学校 。南部中学校では今和 5年度後期つヽら部分的に部活動の試験運用も視野に入れ、今

和 7年度から本格的に地域移行を開始する予定で、1今後も関係機関と連携を強めていきます。
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